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議
が
、「
方
針
」
と
い
う
形
で
当
面
の
改
革

内
容
を
示
し
、
た
た
み
込
む
よ
う
に
２
つ

の
「
意
見
」
で
、
推
進
会
議
が
次
に
踏
み

込
む
包
括
的
な
改
革
案
を
予
告
し
て
き
た
。

一
方
の
「
方
針
」
は
、
推
進
会
議
が
自
民

党
農
林
部
会
な
ど
と
協
議
す
る
た
た
き
台

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
協
議
の
結

果
が
「
党
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
形
に
な

っ
た
。最
後
に
政
府
が
、そ
れ
に
沿
っ
た「
政

府
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
公
表
し
た
こ
と
で
、

全
農
改
革
「
秋
の
陣
」
は
決
着
し
た
こ
と

に
な
る
。

非
常
に
分
か
り
づ
ら
い
の
が
、
推
進
会

議
が
公
表
し
た
「
方
針
」
と
「
意
見
」
の

違
い
。「
方
針
」
は
当
面
の
改
革
内
容
と
い

う
受
け
止
め
方
を
し
た
。
こ
の
場
合
な
ら
、

審
議
会
の
「
中
間
答
申
」
と
い
う
位
置
づ

け
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
文
書
に
「
そ
の
目

指
す
べ
き
改
革
の
方
向
を
提
言
」
と
い
う

表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
し
、
現
に
「
方
針
」

を
公
表
し
た
７
日
の
推
進
会
議
に
は
、
安

倍
晋
三
首
相
が
出
席
し
て
、
答
申
を
受
け

取
る
よ
う
な
セ
レ
モ
ニ
ー
も
あ
っ
た
。

一
方
、
今
後
推
進
会
議
が
取
り
上
げ
る

テ
ー
マ
を
予
告
し
て
き
た
「
11
日
意
見
」

と
「
28
日
意
見
」
の
両
文
書
に
共
通
す
る

の
が
、「
組
織
の
在
り
方
に
関
し
、
さ
ら
に
、

取
り
組
む
べ
き
事
項
を
見
出
す
に
至
っ
た
」

と
い
う
表
現
。
そ
の
後
に
続
く
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
は
、「
従
っ
て
、
そ
れ
ら
事
項
は
、

今
後
、
推
進
会
議･

農
業
Ｗ
Ｇ
が
議
題
と
し

て
取
り
上
げ
る
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
予

告
編
」
と
呼
ぶ
所
以
は
、
こ
の
こ
と
だ
。

次
に
「
11
日
意
見
」
と
「
28
日
意
見
」

の
両
文
書
の
関
係
。
前
者
に
は
盛
り
沢
山

な
改
革
の
要
求
項
目
が
並
ん
で
い
る
の
に
、

後
者
に
は
そ
の
い
く
つ
か
が
抜
け
落
ち
て

い
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
、

官
邸･

農
水
省
が
示
し
た
改
革
を
、
全
農･

農
協
族
議
員
が
骨
抜
き
に
し
た
と
か
、
後

退
さ
せ
た
と
か
の
解
説
を
し
て
い
る
が
、

両
文
書
を
読
み
比
べ
る
と
、
そ
う
い
う
解

説
は
成
り
立
た
な
い
は
ず
だ
。

「
11
日
意
見
」
に
は
５
つ
の
要
求
項
目
が

並
ん
で
い
た
。「
28
日
意
見
」
に
引
き
継

が
れ
た
の
は
、
う
ち
２
つ
の
み
。「
生
産

資
材
」
と
「
農
産
物
販
売
」
だ
。
逆
に
引

き
継
が
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
地
域
農
協

の
信
用
事
業
の
負
担
軽
減
等
」「
農
業
者

の
自
由
な
経
営
展
開
の
確
保
等
」
の
２
項

目
だ
。「
全
農
等
の
在
り
方
」
は
、「
生
産

資
材
」
と
「
農
産
物
販
売
」
の
中
に
盛
り

込
む
こ
と
に
し
た
。

「
11
日
意
見
」
の
内
容
が
過
激
だ
っ
た
の

は
、
官
邸･

農
水
省
が
進
め
る
全
農
改
革
に

農
協
組
織
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
、
そ
れ
に
激

全
農
改
革
を
め
ぐ
る
官
邸･

農
水
省
と
全

農･

農
協
族
議
員
の
２
０
１
６
年
秋
の
陣

―

全
農･

農
協
族
議
員
の
強
い
抵
抗
に
官

邸･

農
水
省
が
屈
し
て
、
改
革
は
骨
抜
き
に

さ
れ
た
、
あ
る
い
は
後
退
し
た
と
伝
え
た

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
は
的
外
れ
。

官
邸･

農
水
省
は
、
負
け
た
ふ
り
を
し
て
改

革
を
一
歩
前
進
さ
せ
て
い
た
の
が
実
態
だ
。

官
邸
の
「
交
渉
代
理
人
」
と
な
っ
た
規
制

改
革
推
進
会
議
（
略
称･

推
進
会
議
）
や
、

自
民
党
農
林
部
会
が
ま
と
め
た
文
書
な
ど

を
読
み
込
む
と
、
こ
の
結
論
に
至
る
の
だ
。

▼�

11
月
７
日
、
推
進
会
議
、「『
攻
め
の
農

業
』
の
実
現
に
向
け
た
農
協
改
革
の
方

針
」（
略
称
「
方
針
」）

▼�

11
月
11
日
、
推
進
会
議
、「
農
協
改
革
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土門 剛 どもん　たけし

農
協
貴
族
と
ド
ラ
キ
ュ
ラ
経
営
を

白
日
に
さ
ら
す
べ
し

に
関
す
る
意
見
」（
略
称
「
11
日
意
見
」）

▼�

11
月
25
日
、
自
民
党
農
林
部
会･

公
明

党
農
林
水
産
部
会
な
ど
、「
農
業
競
争

力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
略
称
「
党
プ

ロ
グ
ラ
ム
」）

▼�

11
月
28
日
、
推
進
会
議
、「
農
協
改
革

に
関
す
る
意
見
」（
略
称
「
28
日
意
見
」）

▼�

11
月
29
日
、
政
府
、「
農
業
競
争
力
強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
略
称
「
政
府
プ
ロ

グ
ラ
ム
」）

流
れ
か
ら
み
る
と
、
規
制
改
革
推
進
会

改
革
骨
抜
き
説
は

成
り
立
た
な
い
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怒
し
た
安
倍
首
相
の
気
持
ち
を
ス
ト
レ
ー

ト
に
反
映
し
た
か
ら
だ
。
一
方
の
「
28
日

意
見
」
は
、「
11
日
意
見
」
の
「
猛
毒
」
部

分
だ
け
を
抜
い
た
。
安
倍
首
相
の
気
持
ち

も
収
ま
り
、
あ
え
て
そ
の
部
分
を
盛
り
込

ま
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

11
月
７
日
の
「
方
針
」
に
話
を
戻
し
、

安
倍
首
相
が
全
農
に
対
し
「
激
怒
」
を
示

し
た
理
由
を
説
明
し
て
み
た
い
と
思
う
。

農
協
や
全
農
改
革
の
主
な
舞
台
は
、
推

進
会
議
で
あ
る
。
13
年
１
月
か
ら
３
年
間

続
い
た
規
制
改
革
会
議
の
後
を
受
け
継
い

で
９
月
12
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
議
長
の

大
田
弘
子
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
は
、

安
倍
首
相
が
信
頼
す
る
構
造
改
革
派
の
学

者
だ
。
規
制
改
革
会
議
で
は
議
長
代
理
を

務
め
て
い
た
。
彼
女
が
議
長
に
就
い
た
こ

と
で
、
今
後
、
推
進
会
議
が
出
す
答
申
内

容
は
、
ほ
ぼ
想
像
で
き
る
。「
11
日
意
見
」

が
出
発
点
と
な
り
、
全
農
や
農
林
中
金
な

ど
農
協
組
織
の
既
得
権
に
さ
ら
な
る
メ
ス

が
入
る
と
い
う
こ
と
だ
。

と
こ
ろ
で
11
月
７
日
「
方
針
」
の
公
表

は
唐
突
で
異
例
だ
っ
た
。
推
進
会
議
で
は

農
協
改
革
や
全
農
改
革
の
議
論
が
ま
る
で

な
く
、
安
倍
首
相
の
会
議
へ
の
出
席
も
突

然
決
ま
っ
た
。
そ
の
日
は
４
回
目
の
全
体

会
議
。
農
業
や
農
協
問
題
を
取
り
上
げ
た

の
は
10
月
24
日
に
開
か
れ
た
第
３
回
の
全

体
会
議
。
議
論
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、

今
後
の
主
な
審
議
事
項
を
確
認
し
た
だ
け

で
い
き
な
り
結
論
が
出
て
き
た
の
だ
。

官
邸･

農
水
省
は
、
全
農･

農
協
族
議
員

の
巻
き
返
し
に
あ
っ
て
劣
勢
に
立
た
さ
れ

て
い
た
。
と
く
に
全
農
改
革
に
理
解
を
示

し
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
全
中
の
奥
野
長

衛
会
長
が
、
全
農･

農
協
族
議
員
側
に
寝
返

っ
た
こ
と
は
、
官
邸･

農
水
省
に
と
っ
て
全

農
改
革
の
シ
ナ
リ
オ
が
根
底
か
ら
崩
れ
た

こ
と
に
な
る
。
当
然
、
官
邸･

農
水
省
は
大

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
に
違
い
な
い
。
奥
野

会
長
の
寝
返
り
宣
言
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、
こ
の
記
事
だ
。

「
全
農
や
農
林
中
央
金
庫
の
株
式
会
社
化

は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
株
式
会
社
は

カ
ネ
（
株
）
を
た
く
さ
ん
も
つ
人
に
決
定

権
が
あ
り
、
他
の
企
業
に
買
収
さ
れ
た
り
、

不
採
算
事
業
を
す
ぐ
切
っ
た
り
、
日
本
の

食
料
や
農
業
政
策
の
た
め
に
な
ら
な
い
こ

と
が
出
て
く
る
。
金
融
、
保
険
部
門
の
分

離
も
認
め
ら
れ
な
い
。
資
金
が
な
い
と
、

農
家
や
住
民
に
必
要
な
事
業
も
で
き
な
く

な
る
」（
９
月
27
日
付
け
朝
日
新
聞
）

記
事
の
中
で
最
大
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、

全
農
や
農
林
中
央
金
庫
の
株
式
会
社
化
に

触
れ
た
部
分
だ
。
こ
の
株
式
会
社
化
こ
そ

全
農
改
革
の
隠
れ
た
争
点
だ
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
奥
野
会
長
は
、「
譲
れ
な
い
と
こ
ろ
」

を
聞
か
れ
て
、「
株
式
会
社
化
」
と
答
え
て

き
た
の
だ
。
官
邸･

農
水
省
が
水
面
下
で
株

式
会
社
化
を
強
く
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
こ

れ
で
裏
付
け
ら
れ
る
。

奥
野
会
長
を
寝
返
ら
せ
た
張
本
人
は
、

全
農･

中
野
吉
實
会
長
だ
。
９
月
24
日
に

は
、
地
元
の
佐
賀
新
聞
に
、
官
邸･

農
水

省
に
対
し
、「
全
面
対
決
宣
言
」
を
し
て

い
た
。
奥
野
会
長
と
ま
っ
た
く
同
じ
言
い

ぶ
り
だ
っ
た
。

中
野
会
長
が
、
奥
野
会
長
の
「
寝
返
り

工
作
」
に
全
力
を
挙
げ
た
の
は
、
全
農
株

式
会
社
化
に
向
け
て
の
法
改
正
の
段
階
で
、

萬
歳
章
前
会
長
か
ら
全
中
と
し
て
協
力
す

る
方
針
を
官
邸･

農
水
省
の
間
で
交
わ
し
て

い
た
か
ら
だ
。

中
野
会
長
は
、
森
山
裕
前
農
相
に
も
目

を
つ
け
た
。
前
大
臣
を
取
り
込
む
こ
と
で

官
邸･

農
水
省
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
た
よ
う
だ
。
こ
ち
ら
の
工
作

は
、
全
中
が
永
田
町
に
送
り
込
ん
だ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
、
山
田
俊
男
参
院
議
員
（
自
民
）

に
任
せ
た
。
山
田
議
員
は
、
７
月
の
参
院

選
挙
で
初
当
選
し
た
藤
木
真
也
参
院
議
員

（
同
）
を
帯
同
し
て
森
山
前
農
相
を
韓
国
に

連
れ
出
し
た
。
９
月
21
日
付
け
日
本
経
済

新
聞
は
「
農
業
改
革
『
韓
国
に
習
え
』
で

論
争
、
前
農
相
の
真
意
は
？
」
の
見
出
し

で
訪
問
の
事
実
を
伝
え
て
い
た
。

そ
の
説
得
工
作
は
成
功
し
た
。
推
進
会

議
の
「
11
日
意
見
」
が
公
表
さ
れ
た
後
、

森
山
前
農
相
が
農
協
グ
ル
ー
プ
の
研
究
会

で
山
田
、
藤
木
議
員
を
前
に
、
次
の
よ
う

な
転
向
宣
言
を
口
に
し
て
い
た
こ
と
だ
。

「
今
回
の
農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
は
よ

け
い
な
こ
と
。
全
部
押
し
戻
す
こ
と
が
大

事
。
農
家
の
意
見
を
聞
い
て
い
な
い
か
ら
、

や
り
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

官
邸･

農
水
省
は
、
奥
野
会
長
を
寝
返
ら

せ
、
森
山
前
農
相
を
抵
抗
勢
力
の
広
告
塔

に
し
た
の
は
、
全
農･

中
野
会
長
と
み
た
。

誰
が
み
て
も
説
得
力
あ
る
確
定
証
拠
は
２

つ
あ
る
。「
11
日
意
見
」
で
「
全
農
等
の
在

り
方
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
次
の
６
点

（
中
野
会
長
を
狙
い
撃
ち
し
た
と
し
か
思
え

な
い
）
の
う
ち
②
、
⑥
の
２
項
目
。

①�

役
職
員
の
意
識
改
革
、
外
部
か
ら
の
人

材
登
用
、
組
織
体
制
の
整
備
等

②�

選
挙
に
よ
る
会
長
の
選
出

③
全
農
子
会
社
の
決
算
資
料
の
公
表

④
第
二
全
農
等
の
設
立
の
推
進

⑤�

地
域
農
協
等
も
地
域
農
協
は
、
全
農
の

改
革
を
前
提
に
、
こ
れ
に
即
し
た
改
革

を
推
進
す
べ
き
で
あ
る

⑥�

全
農
役
職
員
の
報
酬
・
給
与
の
水
準
の

公
開

ま
ず
②
「
選
挙
に
よ
る
会
長
の
選
出
」。

会
長
は
、
経
営
委
員
会
の
委
員
（
20
名
）

に
よ
る
互
選
で
選
ば
れ
る
。
推
進
会
議
が

そ
の
選
出
方
法
を
問
題
視
し
た
の
は
、
単

な
る
ボ
ス
選
び
と
な
り
総
合
商
社
並
み
の

取
扱
高
を
誇
る
組
織
の
経
営
者
を
選
ぶ
に

相
応
し
く
な
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
協
同

組
合
組
織
な
ら
会
員
の
意
思
を
尊
重
で
き

官
邸
対
全
農
の
攻
防
を

振
り
返
る

全
農
・
中
野
会
長
を

狙
い
撃
ち
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こ
の
行
き
詰
ま
り
は
、
全
農
に
商
品
を

安
く
提
供
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

奇
し
く
も
合
併
前
の
両
社
は
ほ
ぼ
同
じ
売

上
高
（
約
２
０
０
億
円
）
だ
っ
た
。
合
併

直
前
５
年
間
（
10
〜
14
年
３
月
期
）
で
は
、

旧
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
の
平
均
利
益
は
旧
片

倉
の
５
分
の
１
程
度
。
し
か
も
売
り
先
は

全
農
だ
け
。
肥
料
メ
ー
カ
ー
の
コ
ス
ト
構

造
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
か
ら
、
旧
片
倉
並
み
に

利
益
が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
の
に
、
出

な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
全
農
が
、
子
会
社

の
利
益
を
吸
い
続
け
て
き
た
証
明
材
料
で

は
な
い
か
。

全
農
子
会
社
は
１
２
８
社
も
あ
る
。
そ

の
多
く
は
非
上
場
だ
。
旧
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ

ル
は
珍
し
く
上
場
会
社
だ
っ
た
の
で
、
決

算
資
料
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
経
営

概
要
が
つ
か
め
た
の
だ
。
推
進
会
議
が
提

言
し
た
よ
う
に
、
全
農
子
会
社
の
決
算
資

料
を
公
表
さ
せ
れ
ば
、
全
農
の
ド
ラ
キ
ュ

ラ
ぶ
り
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
は
ず
だ
。

い
か
に
も
全
農
ら
し
い
の
は
、
安
く
調

達
し
た
肥
料
を
農
協
や
経
済
連
に
市
価
よ

り
高
く
売
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
そ
の
一
部

が
「
農
協
貴
族
」
の
報
酬・給
与
に
回
っ
た
。

全
農
改
革
に
反
対
す
る
農
協
族
議
員
は
、

一
度
両
社
の
決
算
資
料
を
取
り
寄
せ
て
分

析
し
て
み
た
ら
ど
う
か
。
全
農
擁
護
は
農

家
の
生
き
血
を
吸
い
続
け
る
の
を
是
認
す

る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
や
が
て
組
合
員

の
敵
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

政
府
は
「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ

る
民
主
的
な
選
出
方
法
に
切
り
替
え
る
べ

き
だ
と
い
う
意
見
で
も
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
全
中
会
長
と
同
じ
よ
う
に
地
域
農
協

の
組
合
長
ら
代
議
員
（
２
５
１
名
）
に
よ

る
選
出
に
変
え
る
べ
き
と
い
う
提
案
だ
。

次
い
で
⑥
の
「
全
農
役
職
員
の
報
酬
・

給
与
の
水
準
の
公
開
」。
こ
れ
は
組
合
員
が

全
員
、
拍
手
喝
采
す
る
提
案
だ
。
本
来
、

組
合
員
か
ら
出
て
き
て
も
お
か
し
く
な
い

意
見
だ
が
、
な
ぜ
か
出
た
こ
と
が
な
い
。

こ
の
指
摘
は
、
組
織
が
肥
大
化
、
官
僚

化
し
、
世
間
も
う
ら
や
む
報
酬
・
給
与
を

得
て
「
農
協
貴
族
」
に
成
り
上
が
っ
た
一

部
の
ボ
ス
連
中
と
全
農
官
僚
が
、
組
織
を

非
民
主
的
に
運
営
し
て
い
る
と
、
官
邸･

農

水
省
が
告
発
し
た
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ

に
し
て
も
挑
発
的
。

官
邸･

農
水
省
は
、
報
酬
・
給
与
の
額
を

知
っ
て
い
て
要
求
項
目
に
加
え
て
き
た
よ

う
な
印
象
を
受
け
る
。「
農
協
貴
族
」
ど
も

は
、
こ
の
提
案
に
は
ま
と
も
に
答
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。

全
中
、
全
農
、
農
林
中
金
、
全
共
連
な

ど
全
国
連
会
長
は
、
報
酬
・
給
与
が
２
０

０
０
万
円
を
超
え
る
。
こ
の
額
は
、
全
農
、

農
林
中
金
、
全
共
連
の
ト
ッ
プ
と
し
て
は

少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
仕
事
ぶ
り
、

責
任
度
合
い
を
考

慮
す
る
と
、
も
ら

い
す
ぎ
で
あ
る
。

世
間
相
場
か
ら
い

え
ば
、
会
長
な
ら

協
同
組
合
と
い
う
性
格
か
ら
し
て
も
、
地

方
都
市
の
市
会
議
員
並
み
の
５
０
０
万
円

で
も
高
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
だ
。

経
営
管
理
委
員
会
で
地
域
農
協
の
組
合

長
や
会
長
か
ら
選
ば
れ
る
委
員
に
よ
っ
て

は
、都
道
府
県
段
階
の
農
協
会
長（
組
合
長
）

と
し
て
、
関
連
会
社
の
分
も
含
め
れ
ば
、

二
重
三
重
の
報
酬
・
給
与
を
受
け
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
積
み
上
げ
て

い
く
と
、
３
０
０
０
万
円
か
ら
４
０
０
０

万
円
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
彼
ら
の
「
農

協
貴
族
」
ぶ
り
は
、
白
日
の
下
に
さ
ら
し

て
や
る
必
要
が
あ
る
。

「
11
日
意
見
」
で
着
目
す
べ
き
は
、③
「
全

農
子
会
社
の
決
算
資
料
の
公
表
」
を
入
れ

て
き
た
こ
と
だ
。
全
農
事
業
の
構
造
的
欠

陥
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
推
進
会
議

に
敬
意
を
表
し
た
い
。

全
農
は
子
会
社
の
生
き
血
を
吸
っ
て
生

き
延
び
て
き
た
事
業
体
で
あ
る
。
そ
の
吸

血
鬼
ぶ
り
を
証
明
し
た
の
が
、
15
年
10
月
、

丸
紅
系
肥
料
メ
ー
カ
ー
の
旧
片
倉
チ
ッ
カ

リ
ン
に
よ
っ
て
吸
収
合
併
さ
れ
た
、
全
農

系
メ
ー
カ
ー
の
旧
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
の
ケ

ー
ス
。
旧
片
倉
が
１
に
対
し
、
旧
コ
ー
プ

ケ
ミ
カ
ル
は
０
・
２
７
５
の
合
併
比
率
。

旧
コ
ー
プ
ケ
ミ
カ
ル
の
経
営
が
行
き
詰
ま

り
、
商
社
系
メ
ー
カ
ー
が
救
済
し
た
と
い

う
図
式
で
あ
る
。

ム
」
を
11
月
29
日
に
ま
と
め
た
。
安
倍
首

相
は
次
の
よ
う
な
談
話
を
公
表
し
た
。

「
全
農
は
新
た
な
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
る

つ
も
り
で
、
数
値
目
標
を
含
め
、
し
っ
か

り
と
し
た
年
次
計
画
を
立
て
、
抜
本
的
な

改
革
を
断
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
改
革
を
確
実
に
実
現
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
」

そ
の
数
値
目
標
は
、「
２
０
１
９
年
半

ば
」
と
決
ま
っ
た
。
政
府
は
、
全
農
が
自

ら
改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
を
監
視
す
る
と

宣
言
し
た
。

12
月
１
日
、
全
農
の
成
清
一
臣
理
事
長

が
、記
者
会
見
に
応
じ
、全
農
改
革
は
「
い

っ
た
ん
終
わ
り
」
と
総
括
し
た
。
株
式
会

社
化
に
は
、
あ
ら
た
め
て
反
対
を
表
明
し

た
。全

農
の
コ
ス
ト
構
造
が
厳
し
く
問
わ
れ

て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
対
す
る
方
針
が
何

も
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
経
営
者
な
ら
、
職

員
の
リ
ス
ト
ラ
方
針
な
ど
矢
継
ぎ
早
に
公

表
し
て
組
合
員
の
信
頼
を
勝
ち
と
る
べ
き

も
の
だ
が
、
全
農
経
営
陣
に
は
そ
の
当
事

者
意
識
や
責
任
感
が
ま
る
で
欠
如
し
た
コ

メ
ン
ト
だ
っ
た
。

規
制
改
革
推
進
会
議
は
、
新
年
早
々
か

ら
全
農
改
革
の
議
論
を
再
開
す
る
。「
11
日

意
見
」「
28
日
意
見
」
に
盛
り
込
ん
だ
提
言

が
、
議
論
の
テ
ー
マ
だ
。
そ
の
内
容
か
ら

全
農
告
発
シ
ョ
ー
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
か
ら
楽
し
み
だ
。

決
算
資
料
が
語
る

全
農
の
ド
ラ
キ
ュ
ラ
ぶ
り


